






研究目的

　Gruenwald は病理解剖学的な立場から,子宮内発育障害の児は全低体重児の

1/3 を占め,周産期死亡の場合には,新生児期を生き伸びてのちに死亡した場合

の 8倍の頻度に子宮内発育障害が認められるという。また子宮内発育障害の認

められない低体重児(真の未熟児)の死因には呼吸困難症候群や肺硝子膜症ある

いは血管の脆弱性にもとづく脳内出血が多いのに対して,子宮内発育障害の児

では奇形や無酸素症による子宮内胎児死亡あるいは分娩中の胎児死亡が多く,

また新生児期の死因としては肺出血が多かったと述べている。


